
ふれあいトーク記録書 （ ふれあいトーク on Zoom ） 

開催日時： 令和２年１１月６日（金） 午後７時～午後９時 

場 所 ： 自宅 Zoom 会議、岩倉市民プラザでのパブリックビューイング 

参加人数： 総計３８名（市民１８名、ローカルウェブいわくら５名、議員１５名） 

次 第 ： １．開会挨拶  市議会議長 梅村均、ローカル・ワイド・ウェブいわくら理事長 安江弘雄氏 

２．進行説明 

３．グループトーク No1 

     テーマ１：議会って何しているの？ 

     テーマ２：「いわくらしやすい」って本当？ 

     テーマ３：まちづくりについて 

４．グループ中間報告 

５．グループ再編成 

６．グループトーク No2 

７．グループトークまとめ報告と意見交流 

８．閉会あいさつ 市議会副議長 鬼頭博和 

 

 

 参加者の意見・質問 議会の応答 

テー

マ１ 

 

議会

って

・本会議・定例会がないときは何をしているのか。 ・議長は決裁や相談・アドバイスの仕事がある。 

・定例会以外にも委員会・協議会・特別委員会が開催される。そ

の準備のために研修をする。自己研鑽に努めている。市民への報

告を街頭や紙面や会合で行っている。 

他に市民の方々の相談にのっている。 



なに

して

いる

の？ 

 

・政務活動費は何に使われるのか。足りているのか。 ・議員一人当たり年間 18 万円。研修・視察をすると足りない部

分もあり、議員報酬から捻出している。会報誌や研修費に使わせ

ていただいている。会派毎に領収書をまとめ、岩倉市議会ホーム

ページに掲載している。 

・委員会の構成や種類は。 ・３つの常任委員会、特別委員会、協議会がある。議会ホームペ

ージに詳細を掲載している。 

・岩倉のまちの素晴らしいところと改善点は。 

 

・いいところ；市民活動が盛んで場所が提供されている。 

・悪いところ；駐車場が少ない。狭すぎる。公園が少ない。 

・市民活動は活発だが、参加できない人もいる。どう参加しても

らうかが課題である。 

・外国の人が多いが、市・市議会としてどう対応しているか。 

 

 

Ａ;「英語をしゃべろう会」では、文化・言語・慣習の違いの

ある外国人の方々と、生活面での意見なども聞くことができ

ていた。続けていくことが大切だと思っている。 

・市民窓口課で外国人対応の職員が対応したり、翻訳機も導入し

たりしている。 

・以前は外国人ママとの意見交換会を実施したことがある。 

Ｑ;会として、外国人の方へどんな支援をしているか。 

・五条川の桜並木を今後どう守っていくのか。 

 

・昨年度、議会の財務委員会で政策提言を行った。個々の議員で

も意見し、今年試験的に数本植え替えをしている。今後も岩倉の

宝として守り保全していかなければいけないと考えている。 

・ふるさと納税についてどうか。 

 

・令和元年は、1.3 億円あったが、令和２年以降は減少が見込まれ

る。 

・過度な返礼品の競争はよくないが、魅力的な返礼品も必要だと

考える。 



・議員のやりがいは。うれしいことは。 

 

・自分が提案していたことが実現されたこと。 

・予算が成立して実際に執行されたとき。 

・市民の方から声をかけていただいたとき。 

・市民から相談されたことが解決されたとき。 

テー

マ２ 

 

「い

わく

らし

やす

い」

って

ほん

と

う？ 

 

・買い物・交通の便・人間関係もよい。終のすみかによい。保

育施設環境もよい。コロナ禍であるが家から出れば人に会え

る。 

・名古屋駅、スーパー、空港等へのアクセスがよい。 

・五条川は桜だけでなく、四季折々美しく見られ、暮らしやす

い。 

・転勤で色々な地域を回ったが最後は岩倉が良いと思う。 

・１０９のくらしやすい理由がまとめられている。 

「もっとくらしやすい」をあげるならば、 

・交通の便はよいということだが、自宅お祭り広場付近から

さくらの家に行くのに「デマンドタクシー」では近すぎて頼

み難い。 

・岩倉市の店までが遠い地区がある。 

・自転車と車、歩行者が混在していて危険を感ずることがあ

る。 

・高齢になると、自動車免許も返上し、自転車も危なくなるの

で移動エリアが限られる。 

・遠くの友達にも会えなくなり。認知症にもなる可能性があ

る。 

・もう少し高齢者にもやさしいまちにはならないのか。 

・移動手段を考えるのは、今後の課題として受け賜わる。 

・買い物トラックが近くまで来るとより便利である。今後は考え

ていきたい。 

・科学技術の進歩で、ドローンを使う移動など将来は考えられる

ことがあると思う。 

・高齢者の方にはくらしにくいとの意見もあったので、対策を考

えていきたい。 

 



・若い頃は、子育てしやすい、生活もしやすい。 

・保育園が兄弟・姉妹等同じ保育園に通えると良いと思う。 

 

・岩倉に住んで５０年。人口４８，０００人分の１人分の重み

がある。 

・コミュニケーションを図れば、みんなと仲良くできる。 

・市議会議員・市長・市幹部とも仲良くでき、いつでも意見交

換できることがよい。 

・新しい人に冷たい。街づくりを考えてくれる人を増やした

い。 

・総合計画に参加。団体をつくって活動している。皆が納得で

きる話し合う場があればいい。 

・コミュニケーションの場を議会としてもたくさんつくっていき

たい。 

 

 

 

・古くから岩倉に住んでいる方と新しく岩倉に住んだ方の橋渡し

役になっていきたい。 

 

テー

マ３  

 

まち

づく

りに

つい

て 

 

・古民家利用のカルチャーセンター、おさやさんの活動がす

ばらしいので古民家再利用の取組としてカルチャーセンター

をつくりたい。安い料金で若い子連れのおかあさんが行ける

場所がいい。子育て支援になるし、老若男女、気軽に集える場

所がほしい。 

・大事なのは地域のつながりである。 

・総合計画に参加したが、ご近所付き合いがない。賃貸と戸建

てで、分断されていると感じる。   

・コミュニケーションをとり、子育てしやすく、高齢者や障がい

をお持ちの方々とつながりを持ってきた。北の地域で舩橋楽器資

料館を拠点として発展させていきたい。 

 

・野寄の工場誘致や進め方に課題がある。 

   南北の道がなくなり不便。 

   道が減ることは交通量が増える。歩道はあるのか。 

   浸水対策として、浸透性の高いアスファルトをお願い   

したい。 

・計画段階から市民の意見を取り入れられるように話し合いの場

を設定し、努めていけるように行政にも要望したい。 

・県もため池計画・浸水対策について考え計画している。 



・平和なまちづくりに取り組んでいただきたい。  

・五条川の桜を盛り上げていきたい。竹林公園にこいのぼり

を渡して観光につかったらどうか。 

 

 

・４８，０００人の市民の連帯感を作っていきたい。高齢者と

若者の交流を増やしたい。コロナでコミュニケーションがと

れない。日頃の付き合いを強化したい。 

 

・電柱をなくす。すかっとした道路を１か所だけでも作って

もらいたい。 

・無電柱化は駅東桜通線で計画中。 

・街づくりは人づくり。岩倉はみんなでいい市にしていきた

い。 

・人間関係が希薄になる。 

・街づくりの原点、衣食住、子育て世代に優しい福祉をお願い

したい。 

・長く住みたいが部屋が狭くなった時、大きい家がないので

他の街に出てしまった人がいる。３ＬＤＫ、４ＬＤＫを探し

てもない。ＵＲの広さはどうか。偏りはないか。定着率をよく

する施策はあるのか。 

・若者が住める場所を作ってほしい。５年間探して土地がな

い。土地が高い。なぜ高いか。団地だと駐車場が遠い。  

 

 

 

 

・ＵＲには以前は３００件ほど空き家があった。５０件くらいは

貸そうとしている。縮小していく方向だが、２０年くらいは大丈

夫。コミュニケーションがとりづらい。空き家はそんなに増えて

いない。 

・３駅の周辺はよくなっていく。相続で土地がでてくると思われ

る。岩倉は高層マンションが増えてくる。 



・子育てしにくい。休校しているとき子どもが遊べる場所が

ない。 

・以前は保育士が多かった。正規保育士からパートの保育士にな

ってきている。 

・子育て、高齢化の対策、高齢者の利便性も大切。地域の公民

館が再配置で変わっていく。地域の公民館をどのようにして

いくか。 

・ＰＴＡ役員の仕事軽減。 

 

全体

会  

 

意見

交流 

・五条川の桜の植え替えをすると聞いている。どこの場で何

本か。 

・五条川小学校付近に試験的に４本植え替える。 

・議会について若い人にもわかりやすく紹介してほしい。 ・議会だよりは読みやすさに努めている。文章より動画がよい方

もみえるので動画配信もしている。委員会の配信も計画している。 

・ふれあいタクシーは使いにくい。高齢者にも子育て世代に

もくらしやすいを考えてほしい。 

・何を行うにも財源が必要。財源確保のために工夫をしてい

ってほしい。 

 

感想 ・議員のやりがいを楽しく聞けて良かった。 

・Zoom 会議に膝が痛くても自宅から参加できて楽しい時間を

過ごすことができた。 

・楽しく参加できました。Zoom 会議に慣れ、多人数でもチャット

の機能を使うなどして感想を伝えていきたい。 



 


